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◆ご使用にあたって 

 

－はじめに 

 『にほんごワークブック⑤』は、日本語指導が必要な小学校高学年児童や中学生の「生

活適応」と「キャリア教育」を支援するワークブックです。 

 

 

－対象 

 Unit のテーマにより難易度に差があります。児童・生徒の日本語のステージと Unit の

対応表を載せますので、参考にしてください。（この対応表は、モニター調査の結果を基に

作成しています。） 

 

 

 

 

 

 

支援の段階 初期支援段階 個別学習支援段階 
支援付き 

自律学習段階 

ＪＳＬ評価参照枠の

ステージ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Unit 
１～６ △ ◎ ◎ ○ △ △ 

７～10 △ △ ○ ◎ ◎ ○ 

※「JSL評価参照枠」は、『外国人児童生徒のための JSL対話型アセスメント DLA』 

（文部科学省）を参考にしています。 

※◎適当、○やや不適当、△不適当。 

 

 

－Unitの構成 

それぞれの Unitは主に、「１読みましょう－２言葉・書きましょう－３表現・話しまし

ょう－４活動」の流れで構成しています。「読む・書く・話す・聴く」の言語の 4技能をバ

ランスよく学習することができます。 

 

 

１読みましょう 

 学校生活について、日本語で説明した短文です。 

主述を明確にしたやさしい日本語で書いており、 

漢字にはルビを付けています。 

ポルトガル語やタガログ語の翻訳を読んで、内容を

理解することもできます。 
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２言葉 

 それぞれのUnitのテーマを理解するために重要な語彙

を抽出しています。漢字の読み方と、ポルトガル語、タ

ガログ語の訳を付けています。他言語の場合、辞書で調

べたり、母語の補助を受けたりして、意味を確認すると

良いでしょう。 

付録として漢字の読みを練習するカードがあります。 

 

 

２書きましょう 

 簡単な文を書く練習です。モデル文を参考にしたり、

空欄に言葉を入れたりすることで、そのテーマに沿った

頻出の短文を書くことができます。 

 

 

３表現 

「読みましょう」から抽出した重要表現です。聞いて分

かるようになると良いでしょう。 

 

 

３話しましょう 

中学校生活でよく使う会話のモデル文を挙げています。 

役割を決めて会話練習をしましょう。 

さらにテーマに対して、会話を考えたりします。 

 

 

４活動 

 中学校で使われるプリント等を素材としています。 

できるだけ実際に学校生活で使われるものを想定してい

るため、Unitによってはルビを付けていません。 

  

  

－文型 

 本書で取り上げた文型や表現をまとめています。 

 

－巻末語彙表 

 各 Unit で取り上げた言葉をあいうえお順に整理しています。訳語が付いていますので、

辞書代わりに使うこともできます。 

 

－付録 

 「言葉」に対応した漢字カードです。切り離してフラッシュカードとしてご活用下さい。 


